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この調査は雑誌誌上で当社が行っている、アンケート付きプレゼント企画への回答をまとめたものです。

保護者を対象としたこどもに関する設問で、月１回の調査を行っています。質問内容は玩具に限定する

ことなく、広い視野からこどもたちの生活に密着した生の声をまとめ、現代のこどもたちの実態をバン

ダイ流に解きあかしていこうと考えています。 

 

～バンダイこどもアンケートレポート Vol.34 

 

「大人になったらなりたいものは何ですか？」 
男児・・・サッカー選手人気はダウン ウルトラマンは急上昇 

女児・・・優しい職業が人気 お嫁さんはベスト 10 外へダウン 
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【調査概要】 

調査方法：雑誌広告でのアンケート付プレゼント企画によりハガキで募集 

実施時期：1998 年 1 月 

質問内容：大人になったらなりたいものは何ですか？ 

有効回答数：739 人 

 

 

  

 

 

 

  
 

 

年齢内訳 0～2 歳     80 人 

     3～5 歳    225 人 

     6～8 歳     73 人 

     9 歳～     47 人 

 

       計     425 人 

★男   児★ 

 

年齢内訳 0～2 歳     45 人 

     3～5 歳    148 人 

     6～8 歳     77 人 

     9 歳～     44 人 

 

       計     314 人 

★女   児★ 
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男児総合結果（複数回答含む） 
 

★1998 年 1 月調査結果（395 人中） ★前回（1995 年 4 月）調査結果（934 人中） 

1. ウルトラマン 11.7％ 1. サッカー選手 12.2％

2. 電車（新幹線含む）の運転手  5.1％ 2. 電車（新幹線含む）の運転手 11.0％

3. おもちゃ屋  3.5％ 3. ウルトラマン  5.4％

4. サッカー選手  3.3％ 4. オーレンジャー  4.7％

 野球選手  3.3％ 5. 車の運転手  3.2％

6. メガレンジャー  3.0％ 6. おもちゃ屋  3.1％

7. ゲームプログラマー  2.3％ 7. おまわりさん  3.0％

8. トラックの運転手  2.0％ 8. 野球選手  2.9％

 おまわりさん  2.0％ 9. パイロット  2.8％

 消防士  2.0％ 10. 医者  1.2％

 大工  2.0％    

 

 

サッカー選手がランクダウン、野球選手はランクアップ 

 Ｊリーグ開幕後間もない時期に行った前回の調査では、ブームの影響を受け男児で 1位になったサッ

カー選手だが、今回の結果では 4位に下がった。一方、野球選手は 7位から 4位に上がった。今年開催

されるサッカーワールドカップでの日本代表の活躍いかんで今後の順位変動も考えられるのではない

だろうか。 

 

 

乗り物の運転は男児の永遠の憧れ？ 

 男児の中で、ブームに左右されず根強い人気となっているのが電車やトラックなどの運転手。乗用車

ではなく電車やトラックということで、特殊で大きな乗り物を操作することに憧れているようだ。 

 

 

ウルトラマン人気上昇中 

 前回の 1位、2位を抑えて今回 1位となったのが「ウルトラマン」。ウルトラマンティガ、ウルトラマ

ンダイナのテレビ放映が、従来のウルトラマン人気の後押しをしたものと考えられる。悪を倒し平和を

守るヒーローはどんな時でもこどもの憧れなのだろう。 

 

 

ゲームプログラマー初のベスト 10 入り 

 今回初めて男児のベスト 10 にゲームプログラマーが入った。回答も「ゲームをつくる人」等の表現

ではなく、ほとんどが「ゲームプログラマー」と明記されている。すでにこどもたちの間では、ゲーム

プログラマーという職業は認知されてきているようだ。 
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女児総合結果（複数回答含む） 
 

★1998 年 1 月調査結果（298 人中） ★前回（1995 年 4 月）調査結果（832 人中） 

1. 看護婦 11.7％ 1. セーラームーン 12.2％

2. 花屋  9.7％ 2. 花屋 10.1％

3. ケーキ屋  9.1％ 3. 先生（保母）  6.9％

4. 保母（先生含む）  6.0％ 4. 看護婦  5.9％

5. キューティーハニー  5.3％ 5. ケーキ屋  4.4％

6. おもちゃ屋  2.7％ 6. パパのお嫁さん  4.1％

 漫画家  2.7％ 7. お母さん  2.8％

8. 歌手  2.3％ 8. お嫁さん  2.7％

9. 美容師  2.0％  パン屋  2.7％

 スチュワーデス  2.0％ 10. 医者  2.2％

 セーラームーン  2.0％    

 

 

やさしい、かわいいは女児のキーワード 

 前回調査で1位だったセーラームーンは、テレビ放映が終了したこともあってか、10位にダウンした。

しかし、テレビ放映終了からすでに１年たった今でもベスト 10 に入るだけの強力なパワーを持ってい

るという見方もできる。 

 セーラームーンにかわって上位に入ったのは、前回調査とほとんど変わっていない。やはり、身近で

やさしい、かわいいイメージのあるものが人気があるようだ。 

 

 

お母さん、お嫁さんが圏外へ 

 前回調査では「お母さん」「パパのお嫁さん」「お嫁さん」という回答がベスト 10 に入っていたが、

今回はそのどれもがベスト 10 には入らなかった。低年齢層にこそお母さんという回答は見られるもの

の、「お嫁さん」という回答はどの年齢層にもほとんど見られなかった。2年半の間にどんな変化が起き

たのだろうか？ 

 また不思議なことに、今の母親世代がこども時代に“憧れの職業”の代表とされていたスチュワーデ

スが、今回は登場している。以前に比べ、こどもが飛行機に乗る機会が増えているのかもしれない。 
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年齢別集計結果（複数回答含む） 
 

★0～2歳 男児（80 人中）  ☆0～2歳 女児（45 人中） 

1. ウルトラマン 16.0％  1. 看護婦 17.2％

2. 電車（新幹線）の運転手  8.0％  2. キューティーハニー 13.8％

 レーサー  8.0％  3. 車の運転手 10.3％

4. トラックの運転手  6.0％  4. アンパンマン  4.4％

 消防士  6.0％  5. 歌のお姉さん  2.2％

 アンパンマン  6.0％   お姫さま  2.2％

 トラックの運転手  6.0％   コックさん  2.2％

     ピアノの先生 等  2.2％

       

★3～5 歳 男児（225 人中）  ☆3～5歳 女児（148 人中） 

1. ウルトラマン 22.7％  1. 看護婦 10.8％

2. メガレンジャー  5.3％  2. 花屋  9.5％

3. 電車（新幹線）の運転手  4.0％  3. ケーキ屋  8.1％

4. おもちゃ屋  3.1％  4. キューティーハニー  7.4％

5. 消防士  2.2％  5. セーラームーン  4.1％

 医者  2.2％     

 ショベルカーの運転手  2.2％     

       

★6～8 歳 男児（73 人中）  ☆6～8歳 女児（77 人中） 

1. サッカー選手  9.6％  1. 花屋 15.6％

2. おもちゃ屋  8.2％  2. 看護婦 14.3％

3. 野球選手  6.8％  3. ケーキ屋 11.7％

4. おまわりさん  5.5％  4. 保母  7.8％

5. 大工  4.1％  5. 先生  5.2％

 ゲームプログラマー  4.1％     

 ケーキ屋  4.1％     

 電車の運転手  4.1％     

       

★9 歳以上 男児（47 人中）  ☆9 歳以上 女児（44 人中） 

1. ゲームプログラマー 12.8％  1. ケーキ屋 17.1％

 野球選手 12.8％  2. 漫画家  9.1％

3. サッカー選手  6.4％  3. 看護婦  6.8％

     花屋  6.8％

     保母  6.8％

     おもちゃ屋  6.8％
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※ このアンケートレポートに関して「子ども調査研究所」の渡部尚美さんから、以下のコメントをい

ただいております。 

 

■大人になったらなりたいもの 

 幼稚園のお絵かきの様子を見ていると、別段誰に言われたわけでもないのに、男の子は、クルマや電

車、ロケットなどの＜力強く外に向かうもの＞を多く描き、女の子は自分、家、花壇、太陽といった＜

自分と周囲＞を描くことが多いのです。 

 そうした視線の特徴が、このデータにもあらわれています。男の子は、いつの時代でも「すごいもの」

になりたいのです。男の子にとって、大きくてスピードのある電車を自由に動かすことのできる運転手

さんは、ウルトラマンと同じくらいすごい「超人」に見えるのでしょう。また、サッカー選手のランク

が以前より下降しているように、「すごいもの」は時代と情報（＝大人の価値観）によって大きく変動

するものです。 

 女の子が「やさしいもの」に目を向けることは以前からのことですが、今日的な特徴は、制服（看護

婦さん）や華やかな背景・小道具（花屋さん、ケーキ屋さん）に囲まれてコスプレ的にパッと明るく変

身している自分をイメージしていることです。そのために、コスプレ感の少ない「お母さん」などがベ

スト 10 に入らなかったようです。これはセーラームーンのブームを通過したことによって、女の子の

願望が「やさしさ＋変身」に複合された結果かもしれません。 

 


